
第１章 総則 

第１条 本会はWALKMENと称す。 
第２条 本会は次のことを目的にコンテンポラリーアカペラを中心とする音

楽活動を行なう。 
(１)会員相互の交流。 
(２)技術の向上および心身の成長。 
(３)練習成果の発表などによる地域の人々との交流。 

第３条 本会は本部を慶應義塾大学日吉キャンパスに設置し、必要に応じて支

部を慶應義塾大学の他のキャンパスに設置する。 
第４条 本会には慶應義塾大学教授、助教授、またはこれに準ずる専任教員の

会長をおく。 
第５条 会長は本会の指導助言にあたる。 

第２章 会員 

第６条 本会の趣旨に賛同し本会への入会を希望する慶應義塾大学学部学生

には会員としての資格及び権利を認める。 
第７条 会員は本会の企画に参加する権利を有する。 
第８条 会員は次の義務を負う。 
 (１)会費を納めること。 
 (２)本会の発展に努めること。 
第９条 会員は次の事項に該当するときその資格を失う。 
 (１)学生としての資格を失くしたとき。 
 (２)幹部会に退会を申し出て、それが受理されたとき。 

 (３)正当な理由が無いにも関わらず会費を幹部会が定める期日までに
納めなかったとき。 

 (４)本会の名誉を害し、または本会に損害を与え、幹部会が会員とし
て不適当だと認めたとき。 

第 10条 病気、怪我、その他重大な事由により長期間にわたって本会の活動に
参加できない者は、休会届を幹部会に提出し、受理された場合に休会

できる。なお、休会期間は半期毎に更新しなければならない。 
 ①休会中は会費を減額される。 
 ②休会中は本会の企画に参加できない。ただし、本会の会計から独立

している企画は除く。 

第３章 組織 



第 11条 本会には次の機関をおく。 
(１)総会 (２)幹部会 (３)会計監査委員会 

第 12条 総会は全会員により構成され、本会の最高議決機関として、次の事項
を審議決定する。 

 (１)予算の決定 (２)決算の報告 (３)活動方針の決定 (４)活動報告 
(５)役員の承認 (６)規約の改正 (７)その他の重要事項 

第 13条 定例総会は年２回、半期毎に開く。 
第 14条 臨時総会は代表が必要と認めた時、または全会員の 3分の１以上の要

求があった時、代表が召集する。 
第 15条 幹部会は役員により構成され、総会に次ぐ議決機関として具体的な活

動内容を審議決定する。 
第 16条 会計監査委員会は会計事務を監査する。 
第 17条 以上の会議はすべて構成員の 3分の２以上をもって成立し、その議決

は出席者の過半数の賛成を必要とする。 

第４章 役員 

第 18条 本会には次の役員をおく。 
 代表１名、 副代表１名ないし２名、 会計１名、 支部長各支部１

名 
第 19条 代表、副代表、会計は全会員の直接投票により選出する。 
第 20条 支部長は各支部に所属する会員の直接投票により選出する。但し、代

表が支部に所属する場合は代表が支部長を兼任し、日吉代表を選出す

る。日吉代表の選出方法及び職務は支部長の選出方法及び職務に準ず

る。 
第 21条 代表は必要に応じて上記以外の役職を設け役員を指名し、総会の承認

をもって委任する。 
第 22条 代表は本会を代表し会務を総括する。また、本会の最高責任者として

本会で生じた諸問題に対して責任を負う。 
第 23条 副代表は代表を補佐し、代表事故ある時はその会務を代行する。 
第 24条 会計は本会の経理事務及び予算の編成、決算の報告を行う。 
第 25条 支部長は支部を代表し総括する。 
第 26条 役員の任期は一年間とする。 
第 27条 役員は次の事項に該当するときその資格を失う。 
 (１)任期を満了したとき 
 (２)会員としての資格を失ったとき 
 (３)総会に不信任案が提出されそれが可決されたとき 



第５章 会計および会計監査 

第 28条 本会の経費は会費、寄付金、雑収入をもってこれにあてる。 
第 29条 本会の会計年度は５月１日に始まり翌年４月３０日に終わる。 
第 30条 本会の予算は幹部会によって議決され、総会の承認を得る。 
第 31条 本会の決算は総会において決算報告がなされ、総会の承認を必要とす

る。 
第 32条 会計監査は半期毎に会計の監査を行ない、総会に報告しなければなら

ない。 

第６章 規約の改正 

第 33条 本規約の改正は幹部会の 3分の２以上の賛成、または全会員の３分の
１以上の賛成により発議され、総会で過半数の承認を必要とする。 

第７章 補則 

第 34条 本規約は平成１９年４月２９日から効力を発する。 


